
令和７年度 「豊かな体験活動推進研修（香々地）」事業報告書 

１ 目 的   宿泊体験活動を通して、体験活動プログラムのねらいやその手法の習得により、
自校におけるプログラム開発等、宿泊体験活動の企画実施力向上を図る。 

２ 主 催  大分県教育委員会 

３ 期 日  令和７年８月２９日（金） 

４ 会 場  大分県立香々地青少年の家（大分県豊後高田市香々地 5151） 

Tel：0978-54-2096  Fax：0978-54-2152 

５ 参加人数 在職８～１１年目の公立小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校
の教諭１０名 

６ 日 程 

時 間 内  容 場 所 

 9:30～10:00 受付 別館玄関 
10:00～10:10 開会行事 視聴覚室 
10:10～11:00 講義 

「青少年の家における活動の意義について」 
〈講師〉香々地青少年の家 社会教育主事 

視聴覚室 

11:10～12:15 実技 
「体験活動の実際①」 
〈講師〉香々地青少年の家 指導主事 

談話室 

12:15～13:15 昼食・休憩・移動・更衣  

13:15～14:50 実技 
「体験活動の実際②」 
〈講師〉香々地青少年の家 社会教育主事・指導主事 屋外 

14:50～15:20 更衣・休憩・移動  

15:20～15:50 演習 
「体験活動における効果的なふり返りについて」 
〈講師〉香々地青少年の家 指導主事 

視聴覚室 

15:50～16:00 閉会行事 視聴覚室 

 

７ 参加者の研修評価達成度 １００％ 

８ 感想 

・自然の家の意義や、そこでの活動の中でのめあてや振り返りの持たせ方など、日頃の教育活動の
中でも取り入れることが多くあり、とても意義のある時間となりました。 

・振り返りの大切さを改めて実感しました。振り返りなしの感想で終わってしまうと感情だけにな
ってしまう、振り返ることで次の学びに繋がるということは日々の実践の中で大切にしなければ
いけないことだと感じました。 

 

 


